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◆◆ 表紙：朱鞠内小学校の児童たち



　
幌
加
内
町
長
就
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
幌
加
内
町
長
選
挙
に
お
い
て
町
民
の
皆
様
を
始
め
、

各
方
面
の
力
強
い
ご
支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
無
投
票
当
選

の
栄
に
浴
し
引
き
続
き
２
期
目
の
町
政
運
営
の
重
責
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
４
年
前
と
異
な
り
無
投
票
と
い
う
こ
と
で
、
声
な
き
声
が
聞
こ

え
な
い
と
い
う
大
き
な
責
任
も
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
声
に
し
っ
か
り
と
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
、
初
心
に

帰
っ
て
真
摯
に
町
政
運
営
に
向
き
合
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

町
長
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
４
年
前
と
同
じ
で
「
ク

リ
ー
ン
～
公
平
で
公
明
な
・
グ
リ
ー
ン
～
幌
加
内
の
大
自
然
を
生

か
し
て
・
ス
ク
リ
ー
ン
～
篩ふ
る
いを

か
け
て
洗
練
さ
れ
た
政
策
」
の
３

本
柱
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
５
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
出
し
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
一
生
懸
命
邁
進
い
た
し
ま
す
。　

　
そ
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町長就任のあいさつ

■
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
地
方
自
治
の
原
点
で
も
あ
り
ま
す
「
住
民
福
祉
」
の
向
上

の
た
め
、
今
現
在
、
本
町
に
住
ま
わ
れ
て
頑
張
っ
て
い
る
方

が
安
心
し
て
住
め
る
「
ふ
る
さ
と
幌
加
内
」
に
す
る
た
め
、

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
充
実
強
化
を
始
め
、
昨
年
の
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
の
教
訓
を
生
か
し
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
進
め

る
と
同
時
に
、
河
川
整
備
を
は
じ
め
、
生
活
道
路
だ
け
で
は

な
く
、
救
急
搬
送
と
し
て
町
民
の
命
を
守
る
国
道
や
道
道
の

整
備
促
進
も
強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
四
輪
駆
動
に
よ
る
町
づ
く
り

　
「
議
会
」
と
「
行
政
」
の
両
輪
に
加
え
、「
町
民
」「
職
員
」

を
加
え
た
四
輪
駆
動
で
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
行
政
運
営
を

進
め
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
期
４
年
間
で
反
省
の
多

か
っ
た
点
で
も
あ
り
、
町
政
懇
談
会
等
の
あ
り
方
も
含
め
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
を
守
る
、
学
校
を
守
る

　
学
校
を
守
る
こ
と
は
地
域
を
守
る
こ
と
で
す
。

　
児
童
数
の
減
少
は
目
に
見
え
て
お
り
、
朱
鞠
内
小
学
校
を
念
頭
に
「
山
村
留
学
制

度
」
の
導
入
を
進
め
ま
す
。
こ
の
実
現
に
は
行
政
ば
か
り
で
は
な
く
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
先
進
地
を
参
考

に
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
地
方
創
生
で
は

　
最
終
的
に
は
雇
用
の
場
を
確
保
し
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
本
町
の
特
色
で
あ
り
ま
す
「
そ
ば
産
業
の
振
興
」
と
朱
鞠
内
湖
を
柱
と
し
た
「
観

光
産
業
の
振
興
」
の
た
め
、
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
や
ル
オ
ン
ト
の
改
修
・
増
築
、
朱

鞠
内
湖
の
宿
泊
施
設
の
検
討
な
ど
に
道
筋
を
付
け
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
連
携
の
強
化

　

財
政
問
題
を
含
め
て
、
今
は
ひ
と
つ
の
自
治
体
で
完
結
で
き
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
他
の
自
治
体
と
の
連
携
強
化
や
、
町
内
外
の
各
関
係
機
関
・
団
体
等

の
連
携
を
は
じ
め
、
地
方
創
生
で
は
民
間
と
の
連
携
も
積
極
的
に
強
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
５
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
政
策
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
私
自
身
一
期
４
年
の
反
省
と
今
後
を
鼓
舞
す
る
意
味
で
「
や
る

気
」｢

本
気｣

｢

勇
気｣

を
も
っ
て
町
政
運
営
に
臨
み
た
い
と
決
意
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
財
源
確
保
等
、
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変

厳
し
く
、
バ
ラ
色
の
計
画
ば
か
り
申
し
上
げ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
町
民

の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
く
、
な
ぜ
出
来
な
い
の
か

と
い
っ
た
説
明
責
任
も
大
き
な
行
政
課
題
で
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
と
き
に
は
叱
咤
激
励
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
町
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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幌
加
内
町
議
会
議
員
の
紹
介

　
任
期
満
了
に
よ
る
幌
加
内
町
議
会
議
員
選
挙
は
、

４
月
16
日
（
火
）
に
告
示
さ
れ
、
同
日
午
後
５
時

に
立
候
補
の
届
出
が
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
が
、
定

数
以
上
の
届
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
当
選

と
な
り
ま
し
た
。

※
敬
称
略
。
掲
載
は
届
け
出
順
と
な
り
ま
す
。

（
掲
載
内
容　
氏
名
、年
齢
、党
派
、現・新
、当
選
回
数
）

小
　
川
　
雅
　
昭

69
歳　
無　
現　
当
選
４
回

稲
　
見
　
隆
　
浩

36
歳　
無　
現　
当
選
２
回

市
　
村
　
裕
　
一

67
歳　
無　
現　
当
選
３
回

小
　
関
　
和
　
明

70
歳　
無　
現　
当
選
３
回

中
　
川
　
秀
　
雄

69
歳　
共　
現　
当
選
８
回

藤
　
井
　
　
　
祐

34
歳　
無　
新　
当
選
１
回

中
　
村
　
雅
　
義

63
歳　
無　
現　
当
選
６
回

蔵
　
前
　
文
　
彦

47
歳　
無　
新　
当
選
１
回

中
　
南
　
裕
　
行

64
歳　
無　
新　
当
選
１
回
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　幌加内小学校で4月25日、朱鞠内小学校で5月８日に交通安全教室が行われ、幌加内駐在所の上野所長、朱鞠
内駐在所の千葉部長より、自転車の乗り方や交通ルールを学びました。
　それぞれ、市街地や学校までの安全な歩き方や自転車の乗り方を勉強し、警察の方や交通安全指導員の指導を
受けながら、自転車の安全な乗り方や信号機の確認、横断歩道の渡り方などを学びました。
　交通事故はいつ、どこで起きるか分かりません。自ら安全に気をつけるとともに、運転者も高齢者や子どもを見た
ら十分に注意しましょう。

各学校で交通安全教室を開催

　去る４月２３日に農林水産省の食堂をお借りし
「ほろかないそばを味わう会」が行われました。
　これは本町の土地改良事業等の要請の中で実
施することとなり、本町のそば活性化協議会、土
地改良推進協議会、ＪＡきたそらち幌加内支所、
幌加内町が合同で準備を進め実施したものです。
　当日は、農林水産省及び国交省北海道局、北海
道開発局の幹部職員７０名に加え、全国土地改良
事業団連合会会長理事で、自民党幹事長でもあ
る二階俊博代議士や吉川隆盛農林水産大臣のほ
か関係代議士のご臨席も賜りました。
　農林水産省の職員でも、幌加内町が日本一のそ
ば生産地であることをご存じない方も多く、有意
義かつ大盛況のうちに「ほろかないそば」のＰＲを
することが出来ました。

ほろかないそばを味わう会
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写真：細川町長をはじめ、稲見土地改良区理事長、清原そば活性化
協議会長らがＰＲしてきました

写真：左から金田自民党幹事長代理、二階自民党幹事長、
　吉川農林水産大臣、林自民党幹事長代理、
　稲津衆議院議員



　幌加内老人クラブ（会長：阿部辰蔵）は4月10日、幌
加内高齢者コミュニティセンターで定期総会を開催し、
役員改選で、阿部会長が退任されました。
　永年の功績に会員一同、厚くお礼申し上げます。
　新しく会長には、小林四郎氏が就任されました。小
林会長は「高齢化に伴い、年々会員が減少しています。
新会員の呼びかけと、会員相互の親睦と老人の福祉増
進のため、趣味、奉仕などの活動を支え合って継続しま
しょう。」とあいさつしました。

幌加内老人クラブ
定期総会

　５月14日（火）、幌加内地区、朱鞠内地区で町内合同
清掃が実施され、夏のような強い日差しの中、幌加内
地区では200名ほど、朱鞠内地区では30名ほどが参加
しました。
　子供たちや老人クラブ、婦人会らが一つの班となっ
て、コミュニケーションを図りながら、慣れた様子で火
ばさみを使い、たばこの吸殻や缶やペットボトルなどを
掴み、ゴミ袋へ入れていきました。

町内合同清掃で
ゴミのないキレイな町に

　５月20日（月）、深川消防署幌加内支署（支署長：
水谷修一）に学校の教育活動の一環で、幌小・朱小
の３年生、４年生ら21名が幌加内消防署へ訪れました。
　児童らは、消防車や救急車の種類や役割、指令台

（※119番通報やIP告知端末機の緊急ボタンを押した
際に受信する機械など）などの説明に、真剣に耳を
傾けてメモをとっていました。
　また、消防士が出動の際に着用する防火衣（消防
用被服）やヘルメットを児童らが手間取りながらもやっ
と着用したのに対し、実際の消防士が１分ほどで着用
する姿を見て、歓声が上がりました。
　質問コーナーでは、相澤寧々さん（幌小４年）が「消
防士は勤務時間が一日中ありますが、何時間仕事して、
何時ごろに寝ていますか？」の質問に、石川消防士は

「勤務時間は8時30分から翌日8時30分まで。勤務時
間内では、23時30分ごろから仮眠し、6時ごろには
起床しています。」などの質問に回答し、児童らは改
めて消防士の仕事や大変さ、日頃の準備の大切さな
どを学んでいました。

消防署を
見学して来ました

新副町長に大野克彦氏を選任
　5 月 30 日（木）に開催された第３回臨時会で、
副町長に大野克彦氏（52 歳）が選任されました。
就任あいさつ

	副町長　大
おお
　野

の
　克
かつ
　彦
ひこ

　このたび、議会の同意をいただき、
５月３０日付けで副町長に就任いたし
ました。
　身に余る光栄でありますと同時に責
任の重さに身の引き締まる思いであ

ります。
　もとより、若輩者でその器でないことも十分承知して
いるところでありますが、細川町長の補佐役としてしっ
かりとお支えし、町民の福祉向上、町政発展、町長の
公約実現のため、微力ではありますが、誠心誠意、全
力を尽くして参る所存であります。
　町民の皆様には、ご指導ご鞭撻をいただきますよう、心
よりお願い申し上げ、ごあいさつとさせていただきます。

（任期：令和元年５月３０日～令和５年５月２９日）
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事 業 名 主な内容 金　　額
町長が町の振興に必要と認める事業

（町長おまかせ） 基金へ積立（加工センター建設費用） 4,909,000円

子育て支援及び子どもの教育振興に関
する事業

保育朱運営費・乳幼児等医費・高校生下宿等
補助金・インフルエンザ予防接種補助金 5,660,000円

そば振興に関する事業 そば試験研究費・基金へ積立（そば振興事業） 2,980,000円
イトウの保護に関する事業 基金へ積立(イトウ産卵床) 6,100,000円
朱鞠内湖周辺の観光振興に関する事業 朱鞠内湖畔キャンプ場施設補修工事 960,000円

合　　計 20,609,000円

３月27日　少数　　弘　様(北海道)
３月30日　細田　　滋　様(神奈川県)

　ご厚志に感謝します
　◆ふるさと納税◆

～ ３月分の寄付申出状況 ～

　３月分の申出状況は《33 件》ありました。たくさんの
応援メッセージが幌加内町の力になり励みになります。
※広報掲載希望者のみ掲載させていただいております。

平成30年４月～平成31年３月までの寄付申し込み件数は
《1,281件》です。

士別警察署かわら版

士別警察署　㈹23－0110
問い合わせは士別警察署まで。

～不法就労・不法滞在防止のための
理解と協力をお願いします～

　2020年の東京オリンピック・パラリ
ンピック競技大会の開催を控え、多数の
外国人の来日が予想され、一部の外国
人による不法滞在や不法就労などの犯
罪増加が懸念されます。在留カードを偽
造して不法就労したり、在留資格を不正
に取得することを目的として偽装結婚を
するなど、その手口は悪質・巧妙化して
おり、この様な犯罪に国際的な犯罪組
織が関与していることもうかがわれま
す。どんなに些細なことでも構いません
ので、｢おかしいな？｣と思ったら、警察に
通報して下さい。皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。

忍び寄る犯罪組織の国際化
あなたの目が街を守る 　山の雪解けとともに、登山やハイキング等で山に出かける機会

が多くなります。山岳遭難を未然に防止するため、次の点に注意
しましょう。
(1)　登山は十分な装備とゆとりある計画を立て、自分の体力や

技量にあった登山を心がけましょう。
(2)　登山計画書を作成し、家族や職場のほか、最寄りの警察署

や交番・駐在所にも提出しましょう。
(3)　経験あるリーダーのもと、複数人での登山に努め、単独で

の登山は控えましょう。
(4)　ヒグマとの遭遇を避けるため、ヒグマ出没に関する情報を

知るほか、人の存在を知らせるため音を出しながら歩きま
しょう。

(5)　万一遭難した時に備え、携帯電話などの
通信手段を携行し
ましょう。

夏山での遭難を防止するために

夏山遭難の防止

平成 30 年度　幌加内町まちづくりふるさと応援寄附金
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幌加内町健康ダイヤル２４
　平日夜間、土・日曜日や祝日など診療時間外に体調がすぐれない場合や怪我をした場合に、幌加内町で
は24時間365日電話をかければ、専門の健康相談機関に電話がつながるように民間会社と契約をしていま
す。電話先では、医師・看護師・保健師が適切に対応しますのでご利用ください。
　平成30年度は、延べ50件の相談がありました。
　気になる身体の症状や、夜間・休日の医療機関案内などに多く利用されています。

ダイヤル 0120-284-025 ＊ＩＰ端末機は使えません。

こんな時は、迷わず

「１１９」へ
○意識が無い。もうろうとしている。
○多量の出血がある。
○激しい頭痛、胸痛、腹痛　　など

　「納税通知書」がお手元にある方で、口座振替を
ご利用でない方は、納付書をお持ちのうえ、納期限
までに納付をお願いします。
　また、口座振替をご利用の方は、口座残高の確認
をお願いいたします。
○納付場所　北空知信用金庫本支店、
　　　　　　きたそらち農業協同組合幌加内支所、 
　　　　　　役場出納窓口、役場朱鞠内支所
【お問い合わせ】
　役場総務課税務係　℡35-2121（内115）

住民税第１期の納期限は
７月１日㈪です

　国民年金基金は、老後に受け取る国民年金（老
齢基礎年金）に上乗せして、より豊かな老後を保
障する公的な年金制度です。国民年金基金制度に
は、税制上の優遇処置があります。
※ 60 歳以上 65 歳未満の方や海外に居住されて

いる方で国民年金に任意加盟されている方も加
入できます。

　詳しくは全国国民年金基金（0120-65-4192）
までお問合せください。

ご存知ですか？
「国民年金基金」

　札幌国税局では、国税局や税務署において、税のスペシャリストとして活躍する税務職員を募集し
ています。
2019年度の採用試験の概要は、次のとおりです。
１　受験資格

高卒見込みの者及び高卒後３年を経過していない者
２　申込受付期間
　⑴　インターネット

６月17日㈪～６月26日㈬
申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

　⑵　インターネット申込みができない場合
第１次試験地を管轄する人事院地方事務局にお問合せください。
※　人事院北海道事務局　〒060-0042　札幌市中央区大通西12丁目　TEL：011-241-1248

３　第１次試験【基礎能力試験、適性試験、作文試験】　９月１日㈰
４　第１次試験合格者発表日　10月３日㈭
５　第２次試験【人物試験、身体検査】

10月９日㈬～ 10月18日㈮のうち指定する日
６　最終合格者発表日　11月12日㈫
　御不明な点は、札幌国税局人事第２課採用担当（℡：011－231－5011 内線2315）又は最寄りの税
務署（総務課）にお尋ねください。

税 務 職 員 募 集
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消防団員になってみたい、住むまちのことだから頑張りたい
とお考えの方。
消防団員は・・・

○必要な制服と装備が貸し与えられます。
○災害や訓練の出動により各種手当が支給されます。
○自宅や職場から現場に駆けつけ活動を行う、非常勤特別職地方公務員となります。
○消防団活動中に怪我などをした場合の公務災害補償制度があります。

　幌加内消防団は現在、髙山友樹団長以下 39 名が所属しており、消防車６台で各種
災害に備えています。
消防団員になりたい方は、お知り合いの消防団員または幌加内支署消防団係までお問
い合わせください。
　　お問い合わせ先：深川地区消防組合深川消防署幌加内支署消防団係
　　　　　　　　　（℡：0165-35-2246）

自分のまちを災害から守るために、消防団は、いろいろな人たちのチカラで成り立っています。

急募!! 幌加内消防団員

行政相談委員に 水上　尚澄 氏が委任されました！
　平成31年４月１日付けで、水上　尚澄 氏が引き続き総務大臣
から行政相談委員に委嘱されました。
　行政相談委員は役場と皆さまのパイプ役です。
　年金、窓口サービス、登記、道路などの役所の仕事について、
困りごとや苦情がありましたら、行政相談委員がご相談に応じて
います。

口頭、電話、手紙で行政相談委員にお申し出下さい。

行政への苦情・要望は、行政相談委員へ

相談は、無料・秘密厳守！お気軽に！
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●現況届（毎年６月に提出）
　児童手当を受給されている方は、毎年6月1日時点にお
ける状況について、6月分以降の児童手当等を引き続き受
ける要件（児童の監督や保護、生計同一関係など）を満
たしているかどうかを確認するために現況届を提出して
いただくことになります。
　現況届のご案内がお手元に届きましたら、現況届に必要
事項を記入のうえ、提出期限までに必ずご提出ください。
　※提出がない場合には、6月分以降の手当が受けられな
くなりますので、ご注意ください。

お問い合わせ先　　保健福祉課しあわせ福祉係　　電話　０１６５－３５－３０９０

6 月は児童手当現況届の提出月です

　　ただし、出生日や転入した日（異動日）が月末に近い場合、申請日が翌月になっても異動日の
翌日から15日以内であれば、申請月分から支給します。

　　申請が遅れると、原則、遅れた月分の手当を受けられなくなりますので、ご注意ください。

　　出生の日の翌日から15日以内に、現住所の市区町村に申請が必要です！　
　※里帰り出産などで、母親が一時的に現住所を離れている場合も、現住所の市区町村への申請を忘れずに行ってください。

　転入した日（転出予定日）の翌日から15日以内に転入先の市区町村へ申請が必要です。

■ 公務員の場合 ■
　　公務員の場合は、勤務先から児童手当が支給されます。以下の場合は、その翌日から15日以内に現住所の市区町村
と勤務先に届出・申請をしてください。
　○公務員になった場合
　○退職等により、公務員でなくなった場合
　○公務員ではあるが、勤務先の官署に変更がある場合
　※申請が遅れると、原則、遅れた月分の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。

15 日特例 児童手当等は、原則、申請した月の翌月分からの支給となります

1．お子さんが生まれたとき

【ご提出いただく書類】
　○児童手当・特例給付現況届
　○請求者が被用者（会社員など）の場合　→

　健康保険被保険者証の写しなど
　○平成31年１月１日現在、幌加内町に住民登録のない方
　　→　前住所地の市区町村長が発行する

児童手当用所得証明書（平成３０年分）
この他にも、必要に応じて提出していただく書類
があります。

お子さんが生まれた場合や他の市町村から転入したときは・・・

●認定請求
　お子さんが生まれたり、他の市区町村か
ら転入したときは、現住所の市区町村に「認
定請求書」を提出すること（申請）が必要
です（公務員の場合は勤務先に）。
　市区町村の認定を受ければ、原則として、
申請した月の翌月分の手当から支給します。
　申請はお早めにお願いします。

【認定請求に必要な添付書類】
　○請求者が被用者（会社員など）の場合　→　

健康保険被保険者証の写しなど
　○平成31年１月１日現在、幌加内町に住民登録のない方
　　→　前住所地の市区町村長が発行する

児童手当用所得証明書（平成30年分）
この他にも、請求者名義の金融機関の口座番号がわかるものな
ど、必要に応じて提出していただく書類があります。

　※認定請求書には、請求者等の個人番号の記載が必要です。

■ 申請は、出生や転入から15日以内に！ ■

２．他の市区町村に住所が変わったとき
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　地方公会計改革として、従来の現金主義・単式簿記に、発生主義の活用及び複式簿記の考え方を取り入れた
新たな公会計制度に基づく財務書類４表（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資産収支計算
書）を作成しました。

※これまでの世代が既に負担した資産の割合（純資
産比率）は89.4％で、この割合が高いほど将来
世代への負担の先送りが少ないことになります。

貸借対照表（バランスシート）

純資産変動計算書

行政コスト計算書

資金収支計算書

町が保有している資産と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で形成してきたかを表したものです。

　純資産が1年間にどのように増減したかを表したもの
です。純資産の増加は、現世代の負担により将来世代の
負担が軽減されたことになります。

　行政サービスを提供するために、「人」や「物」など
に費やした金額と、対価として得た使用料、手数料など
を表したものです。

　１年間の資金の流れを表したもので、区分して表示す
ることで、どのような活動に資金が使われたかを示しま
す。

資産：525.0億円
（これまで積上げてきた資産）

住民一世帯当たりの貸借対照表

住民一世帯当たりの行政コスト計算書

資産
6,774万円

経常費用
493万円

負債 717万円

経常収益 40万円

純資産 6,057万円

純経常費用 453万円

当期変動高：▲4.7億円
経常費用：38.2億円

経常収益：3.1億円

純経常費用：35.1億円

当期収支：0.2億円

期末純資産残高：469.4億円

期末資金残高：1.0億円

期首純資産残高：474.1億円

期首資金残高：0.8億円

負債：55.6億円
（将来世代が負担する金額）

（内訳）
●土地・建物・道路など
 468.2億円
●基金など 55.3億円
●その他（資金など） 1.5億円

（内訳）
●純行政費用 ▲35.1億円
●財源の調達 30.4億円

（地方交付税、町税収入など）

　（内訳）
●人にかかるコスト 7.2億円
●物にかかるコスト 21.6億円
●その他のコスト　 　
　・補助金等 9.1億円
　・その他（地方債の利子など） 0.3億円

（使用料や手数料などの収入）

（地方交付税や町税などで賄うコスト）

（内訳）
●業務活動収支 4.2億円

（人件費・補助支出、国道支出金・地方交付税など）
●投資・財務活動収支 ▲4.0億円

（内訳）
●地方債など 54.9億円
●その他 0.7億円

●純資産＝資産－負債

平成29年度　幌加内町普通会計財務書類４表

純資産：469.4億円
（これまでの世代が負担した金額）
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保険料の納付
　　困難なときは
　経済的に保険料を納めるのが困難な方のために免除・猶予・特例制度があ
ります。
　免除・猶予・特例制度を申請し承認された期間は、老齢年金と障害基礎年金、
遺族基礎年金を受給するための資格期間に入れることができます。
※納付猶予になった期間は年金額には反映しません。
　受給する年金額を増やすには、保険料免除や納付猶予になった保険料をあとから納める必要がありま
す。（追納制度）

・・免除制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　所得が少なく本人・世帯主・配偶者の前年所得が一定額以下の場合や失業した場合など、国民年金保
険料の納付が経済的に困難な場合は、申請し承認されると保険料の納付が免除になります。申請免除の
承認期間は7月から翌年6月までです。免除される額は、全額、4分の3、半額、4分の1の四種類があります。

・・納付猶予制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　20歳から50歳未満の方で、本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合には、申請し承認されると
保険料の納付が猶予されます。申請免除の承認期間は7月から翌年6月までです。
　※平成28年6月までは30歳未満が対象となります。

・・学生納付特例制度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　本人の所得が一定以下の学生は、申請により在学期間中の保険料を後払いにできます。家族の方の所
得の多寡は問いません。特例の対象となる期間は4月から翌年の3月までです。

・・申請期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　申請が遅れても保険料の納付期限から2年を経過していない期間（申請時点から2
年1ヶ月前までの期間）について、さかのぼって免除等を申請することができます。
（学生納付特例も同様です）

老　齢　基　礎　年　金 障 害 基 礎 年 金
遺 族 基 礎 年 金

（受給資格機関への算入）受給資格期間への算入 年 金 額 へ の 反 映

納付 ○ ○ ○
全額免除 ○ ○（※ 2） ○
一部納付（※ 1） ○ ○（※ 3） ○
納付猶予
学生納付特例 ○ × ○

未納 × × ×
※１　一部納付の承認を受けている期間については、一部納付の保険料を納付していることが必要です。
※２　平成21年4月以降は、2分の1が国庫負担されます。
※３　平成21年4月以降は、4分の1納付の場合は「5/8」、2分の1納付の場合は「6/8」、4分の3納付の場合は、「7/8」が年

金額に反映します。　
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健　康
コラム
2019

生涯を通じた歯科保健
　みなさん、80 歳になったとき自分の歯は何本残っていると思いますか。
80 歳以上の方は、何本残っていたでしょうか。厚生労働省と日本歯科
医師会が推進している 8020 運動では、生涯、自分の歯で食べる楽し
みを味わえるようにとの願いを込め、「80 歳になっても 20 本以上自分
の歯を保とう」という目標が立てられています。　
　楽しく充実した食生活を送り続けるためには、妊産婦を含めて生まれてから亡くなるまでの全てのライフステージ
で健康な歯を保つことが大切です。

第232回
「生涯を通じてひそむ、歯の危険！」

●乳幼児・児童に関する行事
乳幼児健康診査 17日（水） 保健福祉総合センター 受付 12：30～
子育て教室 25日（木） 保健福祉総合センター 10：00～11：30

乳幼児予防接種

２日（火）

町立幌加内診療所 15：00～16：30
９日（火）
16日（火）
23日（火）
30日（火）

●成人・老人に関する行事

特定健康診査
　・30代健康診査

３日（水） 保健福祉総合センター ９：00～11：00
４日（木） 13：00～15：00

10日（水） 朱鞠内コミュニティセンター ９：00～９：30
添牛内コミュニティセンター 11：00～11：30

11日（木） 政和 コミュニティセンター ９：00～９：30
沼牛研修センター 13：00～13：30

結核・肺がん検診 22日（月） 場所・時間については、検診案内をご覧ください23日（火）

老人健康相談

２日（火） 母子里老人クラブ 10：00～11：00
12日（金） 政和老人クラブ 10：00～11：00
18日（木） 添牛内老人クラブ 10：00～11：00
24日（水） 朱鞠内老人クラブ 10：00～11：00

７

　健康な歯を保つことは、充実した食生活を送ること以外にも重要な役割があります。

健康な歯を保つには

・ながら食べは虫歯の原因！
規則正しい食生活を！

・むし歯ができにくい
よい歯並びを作るには、
よく噛むことが大切です！

・歯周病菌に負けない免疫力は
日頃の生活習慣から！

・定期的な歯科検診を！
・日頃からのお口のケアも

忘れずに！

・自分に合った入れ歯で噛む力
を取り戻しましょう！

・入れ歯や舌も清潔に！
・飲み込む力、だ液を出す

力を鍛えましょう！

乳幼児期・学童期 成人期 高齢期

○母子健康手帳および妊婦一般健康診査受診票の交付は、アルクで行っておりま
す。妊娠がわかりましたら、早めに交付を受けてください。また、来所の前に
アルクへご連絡いただけると交付がスムーズです。

○肝炎ウイルス検診を実施しています。対象者は、40 歳以上の方で過去に検診
を受けられたことのない方です。検査を希望される方は、事前にアルク保健師
までご連絡ください。

・歯周病は糖尿病、動脈硬化、誤嚥性肺炎、早産・低体重児出産の原因
になります。

・うまく噛めない、歯の痛みが原因で食事を避け、だ液の自浄作用が働か
ず誤嚥性肺炎の原因になります。さらには食欲低下、栄養不足により全
身の衰えが急速に進行することも。

・噛む刺激が少なくなるので認知症のリスクがあがります。
生涯を通じて健康な歯を保ちましょう！
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◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆

6月

11日㊋ 高齢者いきいき大学 高齢者コミュニティーセンター 10:30～

13日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
１、２年生　15:20～
３、４年生　16:00～

16日㊐ 移動芸術鑑賞会「旭美ミュシャ展 美瑛拓真館」訪問

7月 11日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
１、２年生　15:20～
３、４年生　16:00～

◇今月の新しい本

・ジグソーパズル 48

乾くるみ／著（双葉社）

　私立曙女子高等学院の問題児ばかり

集められるクラス（通称マルキュー）

に、ある生徒が異動してきた。家族

が抱えた借金のために、学費を稼ぐ

目的でやっていたアルバイトがバレたのが理由だと

いう。それを知ったマルキューのメンバーは彼女が特

待生資格をとれるよう一致団結するが…

・ニッポンを解剖する！北海道図鑑

（JTBパブリッシング）

　縄文遺跡から、IT農業、宇宙開発ま

で！ ?壮大なスケールで奥深い魅力を

持つ「北海道」をまるごと解剖 ! ! 

　北海道の名所の詳細や、自然・歴史・

文化・地場産業などを、多彩な写真やイラスト、表な

どをふんだんに使い、わかりやすく図解して紹介する

ガイドブック。

・“今”からできる！日常防災

　　心配が安心に変わる！

　　　　　　　　　　 永田宏和

ボーイスカウト日本連盟／監修

（池田書店）　　

　災害に対して何をしていいのかわ

からず、心配している人たちのため

の防災本。実際に災害時に必要となるものを踏まえ

て、何をどれだけ備えるとよいのかわかりやすく解説

する。

・転生　　　　　　　　　　　笹本稜平／著（双葉社）

・シーソーモンスター

伊坂幸太郎／著（中央公論新社）

・見えない轍 心療内科医・本宮慶太郎の事件カルテ

鏑木蓮／著（潮出版社）

・呪護　　　　　　　　今野敏／著（KADOKAWA）

・一度きりの人生だから 大人の男の遊び方 2

伊集院静／著（双葉社）

◇読書感想文におすすめの本
小学校1,2年生向け

・魔女ののろいアメ

草野あきこ／作 ひがしちから／絵（PHP研究所）

小学校 3,4年生向け

・かみさまにあいたい

当原珠樹／作 酒井以／絵（ポプラ社）

小学校 5,6年生向け

・マンザナの風にのせて

ロイス・セパバーン／作 若林千鶴／訳　

ひだかのり子／絵（文研出版）

・もうひとつの屋久島から

　　世界遺産の森が伝えたいこと

武田剛／著（フレーベル館）

中学生向け

・星の旅人 伊能忠敬と伝説の怪魚

小前亮／著（小峰書店）

◇本のリクエストについて

　図書室で所蔵していない本についても、購入や町外

図書館からの借用により、皆様方のご要望にできる限

りお応えします。ぜひカウンターまでお気軽にお声か

けください。
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補

正

予

算

専

決

処

分

条

例

制

定

条

例

改

正

○
平
成
30
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
９
号
）

◎
商
工
業
振
興
奨
励
補
助
金
、
ほ
ろ

か
な
い
振
興
公
社
運
営
補
助
金
等
の

増
額
に
よ
り
、
８
８
７
万
８
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
39
億
６
２
７
８

万
７
０
０
０
円
と
し
た
。

○
損
害
賠
償

◎
町
道
雨
煙
内
線
と
町
道
東
二
条
北

線
交
点
付
近
を
除
雪
作
業
中
、
除
雪

車
両
を
後
退
さ
せ
た
際
、
交
差
点
に

進
入
し
て
き
た
相
手
方
車
両
左
側
面

後
方
部
分
と
接
触
し
損
害
を
与
え
た
。

（
損
害
９
万
６
０
４
３
円
を
賠
償
）

○
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
制
定
並
び
に
廃
止

◎
石
狩
東
部
広
域
水
道
企
業
団
、
石

狩
西
部
広
域
水
道
企
業
団
、
北
海
道

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
３
団

体
は
複
合
的
一
部
組
合
で
あ
る
北
海

道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
加
入
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
事
務
処
理
を
委

託
、
受
託
で
の
形
で
取
扱
が
で
き
る

よ
う
組
合
の
構
成
団
体
に
対
し
規
約

の
廃
止
、
及
び
制
定
の
議
決
要
請
が

あ
り
日
程
等
を
考
慮
し
専
決
処
分
と

し
た
。

○
一
般
職
員
の
任
期
付
職
員
の
採
用

等
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
任
期
付

職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
制
度
に
よ
り
条
例
を
制
定
。

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
勤
務
時
間
等
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
均
衡
の
原
則
に
よ
り
、
改
正
さ
れ

た
人
事
院
規
則
の
内
容
を
踏
ま
え
超

過
勤
務
命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

上
限
を
定
め
る
よ
う
条
例
を
改
正
。

○
幌
加
内
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
短
時
間
勤
務
の
医
師
に
対
し
、
通

常
の
時
間
勤
め
る
医
師
と
は
金
額
を

変
え
、
月
額
を
減
ず
る
よ
う
条
例
を

改
正
。

編集：議会広報特別委員会
No.198

○「
大
山
医
師
の
診
療
継
続
」
に
つ

い
て

　
本
町
で
暮
ら
す
上
で
、
医
師
確
保

は
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

必
要
不
可
欠
な
重
要
課
題
で
あ
り
、

地
方
自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な

使
命
で
も
あ
る
。

　
大
山
医
師
に
つ
い
て
は
、
平
成
31

年
３
月
31
日
を
も
ち
現
行
制
度
に
お

い
て
は
定
年
退
職
と
な
る
が
、
本
町

の
医
療
、
特
に
北
部
方
面
の
医
療
体

制
維
持
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
医
師

と
し
て
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い

旨
の
話
を
し
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、任
期
付
職
員
と
し
て
、

体
力
的
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
今
後

も
一
定
期
間
診
療
を
継
続
す
る
こ
と

で
了
解
を
い
た
だ
い
た
。

町 
長 

行 

政 

報 

告

町
長
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
３
月
６
日
に
開
催
、１
名
が一般
質
問
、請
願
１
件
、報
告
５
件
、

承
認
１
件
、議
案
18
件
が
提
出
さ
れ
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

平
成
31
年　
第
１
回
定
例
会（
３
月・６
日・13
日・15
日
）

　
１
月
18
日
に
開
催
、
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
原
案
の
と
お
り

決
定
し
た
。

平
成
31
年　
第
１
回
臨
時
会（
１
月
18
日
）
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意

見

書

補

正

予

算

発

議

貸

付

○
幌
加
内
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
技
術
士
法
施
行
規
則
改
正
に
よ
り

水
道
環
境
の
科
目
選
択
要
件
が
除
か

れ
た
こ
と
か
ら
条
例
を
改
正
。

○
町
有
財
産
の
無
償
貸
付
け

　
・
貸
付
財
産

　
幌
加
内
町
字
幌
加
内
６
５
５
番

１
１
の
一
部
土
地
（
鉄
道
用
地
）

７
９
２
平
方
メ
ー
ト
ル

　
幌
加
内
町
字
幌
加
内
６
５
５
番

１
０
１
の
一
部
土
地
（
雑
種
地
）

６
４
８
平
方
メ
ー
ト
ル

　
幌
加
内
町
字
朱
鞠
内
６
２
９
４

番
１
の
一
部
土
地
（
雑
種
地
）
９

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

　
・
貸
付
の
相
手
方

　
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
北
海
道
バ
ス

株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役　
小
玉
宏
文

　
・
貸
付
目
的

　
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
バ
ス
深
名
線

運
行
に
係
る
幌
加
内
駅
車
庫
及
び

朱
鞠
内
三
叉
回
転
場
敷
地

　
・
貸
付
期
間

　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
38

年
３
月
31
日

○
平
成
30
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
10
号)

　

町
民
保
養
セ
ン
タ
ー
増
改
築
工

事
、
町
民
保
養
セ
ン
タ
ー
増
改
築
工

事
管
理
業
務
委
託
料
、
担
い
手
確

保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
補
助
金
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

金
、
保
育
所
運
営
費
、
介
護
給
付
訓

練
等
給
付
費
等
の
増
加
に
よ
り
、
３

億
３
５
０
３
万
５
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
42
億
９
７
８
２
万
２
０
０

０
円
と
し
た
。

○
平
成
30
年
度
幌
加
内
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
療
養
給
付
費
、
一
般
被
保
険
者
療

養
給
付
費
等
の
減
額
に
よ
り
、
１
２

３
２
万
２
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総

額
２
億
２
５
４
６
万
３
０
０
０
円
と

し
た
。

○
平
成
30
年
度
幌
加
内
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
の
減
額
に
よ
り
、
76
万
４
０
０
０

円
を
減
額
し
、
総
額
３
２
７
３
万
６

０
０
０
円
と
し
た
。

○
平
成
30
年
度
幌
加
内
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等

の
増
加
に
よ
り
、
１
０
２
万
２
０
０

０
円
を
追
加
し
、
総
額
２
億
２
８
６

万
４
０
０
０
円
と
し
た
。

○
平
成
30
年
度
幌
加
内
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
１
月
20
日
、
政
和
地
区
に
て
発
生

し
た
漏
水
復
旧
に
関
わ
る
修
繕
料
及

び
特
別
修
繕
料
の
増
加
に
よ
り
、

１
１
６
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
７
９
１
５
万
４
０
０
０
円
と
し

た
。

○
平
成
30
年
度
幌
加
内
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

除
雪
業
務
委
託
料
の
増
加
に
よ

り
、
12
万
円
を
追
加
し
、
総
額

７
６
７
０
万
９
０
０
０
円
と
し
た
。

○
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
お
け
る
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
と
雇
用
安
定
に

関
す
る
意
見
書
案

　
協
議
の
結
果
、
承
認
し
た
。

○
幌
加
内
町
議
会
傍
聴
人
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
で
示
さ
れ

た
標
準
町
村
議
会
傍
聴
規
則
の
傍
聴

の
手
続
き
に
つ
い
て
、
一
部
改
正
が

行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
幌
加
内
町
議
会

傍
聴
人
規
則
の
一
部
を
改
正
。

★　議会を傍聴してみませんか　★
　定例会は３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。傍聴の手続きは簡単、受付票に「住所」「氏名」を書いていただければ結構です。
　予算審査特別委員会、決算審査特別委員会は年 1 回開催されます。

・第 １ 回 定 例 会　３月中旬
・予算審査特別委員会　３月中旬
・第 ２ 回 定 例 会　６月中旬～下旬
・第 ３ 回 定 例 会　９月中旬

・決算審査特別委員会　10月中旬～下旬
・第 ４ 回 定 例 会　12月中旬～下旬

議
会
の

開
催
時
期

議会事務局／役場３階　
☎ 0165-35-2121（内線373）
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ＱＡ

Ａ

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
国

民
の
４
人
に
１
人
が
加
入
し

国
民
皆
保
険
の
医
療
体
制
の
重
要
な

柱
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
保
税
の
滞

納
世
帯
が
全
加
入
者
の
15
パ
ー
セ
ン

ト
を
越
え
、
協
会
健
保
や
組
合
健
保

と
比
較
し
て
も
、
国
保
は
加
入
者
に

重
い
負
担
を
強
い
る
制
度
と
な
っ
て

い
る
。

　
国
保
税
が
高
く
な
る
の
は
、
高
齢

者
の
割
合
が
高
い
、
あ
る
い
は
加
入

者
の
所
得
水
準
が
低
い
な
ど
構
造
上

の
問
題
も
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
要

因
と
し
て
、
世
帯
の
人
数
を
算
定
基

礎
と
す
る
「
均
等
割
」
が
あ
る
。
世

帯
の
人
数
が
保
険
税
に
影
響
す
る
の

は
国
保
税
だ
け
で
あ
る
。

　
本
町
の
平
成
30
年
度
の
均
等
割
額

は
医
療
分
と
支
援
分
含
め
て
３
万
１

２
６
４
円
と
な
る
。
家
族
が
一
人
増

え
る
ご
と
に
３
万
１
０
０
０
円
ず
つ

増
え
て
い
く
。
２
人
世
帯
と
５
人
世

帯
を
比
べ
れ
ば
、
仮
に
同
所
得
で
も

税
額
は
９
万
円
以
上
も
違
い
、
所
得

に
関
係
な
く
課
せ
ら
れ
る
均
等
割
は

子
育
て
支
援
に
も
逆
行
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
全
国
知
事
会
な
ど
地
方

３
団
体
が
求
め
る
よ
う
に
廃
止
、
軽

減
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
独
自
の
政
策
と

し
て
、
当
面
は
、
子
供
の
「
均
等

割
」
の
軽
減
、
免
除
を
検
討
願
い
た

い
。

答
弁 

町
長

国
保
税
算
定
に
つ
い
て
は
、

所
得
金
額
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
、
加
入
者
１
人
当
た
り
で
負
担

す
る
均
等
割
と
、
１
世
帯
当
た
り
定

額
で
負
担
す
る
平
等
割
が
あ
る
。
均

等
割
と
平
等
割
を
合
わ
せ
た
応
益
部

分
が
国
保
税
の
お
お
む
ね
50
パ
ー
セ

ン
ト
。

　
本
町
は
、
45
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

よ
う
設
定
し
て
い
る
。
制
度
上
、
加

入
世
帯
員
が
多
く
な
る
ほ
ど
国
保
税

の
負
担
増
と
な
る
仕
組
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
低
所
得
者
に
対
し
、
所
得

に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
７
割
、
５
割
及

び
２
割
の
軽
減
制
度
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
昨
年
12
月
21
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
平
成
31
年
度
税
制
改
正
の

大
綱
」
で
は
、
軽
減
対
象
世
帯
に
係

る
所
得
判
定
基
準
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
で
示
さ
れ
、
地
方
税
法
の
改
正

案
が
現
在
、
国
会
で
審
議
中
で
あ

る
。

　
「
子
供
に
係
る
均
等
割
の
免
除
」

に
つ
い
て
は
、｢

軽
減｣

と
し
て
、
全

国
知
事
会
や
全
国
町
村
会
の
大
会
に

お
い
て
決
議
さ
れ
、
関
係
大
臣
、
省

庁
に
要
請
を
し
て
い
る
。
北
海
道
の

全
市
町
村
に
お
い
て
も
国
保
連
合
会

を
通
じ
て
要
望
を
し
て
お
り
、
国
と

し
て
制
度
改
正
を
し
、
財
源
措
置
を

講
じ
る
こ
と
が
、
各
自
治
体
間
の
公

平
さ
を
保
つ
た
め
に
も
一
番
良
い
方

法
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
保
運
営
主
体
が
、
本
年

度
よ
り
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
の
広

域
連
合
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
国
保

税
の
賦
課
の
根
拠
と
な
る
広
域
連
合

に
納
め
る
納
付
額
に
つ
い
て
は
、
上

昇
率
を
抑
制
す
る
激
変
緩
和
措
置
の

期
間
中
で
も
あ
り
、
今
後
、
こ
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
本
件
の
免
除
、
あ
る
い
は
減
免
に

つ
い
て
は
、
制
度
上
の
軽
減
措
置
に

加
え
、
本
町
に
お
い
て
単
独
で
実
施

す
る
段
階
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
再
質
問

本
町
も
高
齢
化
が
進
み
、
若

年
人
口
、
特
に
子
供
の
人
口

が
総
体
的
に
か
な
り
減
っ
て
き
て
い

る
が
、
国
保
加
入
者
で
対
象
人
数
は

ど
の
程
度
と
な
る
の
か
。

　
ま
た
、
財
源
の
問
題
で
は
、
来
年

か
ら
岩
手
県
宮
古
市
で
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
町
長
お
任
せ
分
を
使
っ
て

実
施
す
る
例
も
あ
る
。

　
先
程
の
対
象
者
数
と
本
町
に
あ
る

財
源
で
み
れ
ば
、
基
金
の
取
り
崩
し

で
も
可
能
で
は
な
い
か
。

答
弁 

町
長

全
国
的
に
は
、
均
等
割
を
減

免
な
り
廃
止
な
ど
、
あ
る
程

度
数
多
く
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
等
も
あ
る
。
本
町
の

現
在
は
基
金
残
高
も
あ
る
が
、
こ
の

基
金
に
つ
い
て
は
、
激
変
緩
和
措
置

終
了
後
に
ど
れ
だ
け
投
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
い
の
か
、
し
っ
か
り
見
極
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
子
供
の
被
保
険
者
数
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
未
就
学
児
童

か
ら
18
歳
ま
で
含
め
、
現
在
42
人
。

仮
に
減
免
あ
る
い
は
免
除
し
た
場

合
、
今
現
在
の
財
源
的
で
１
０
０
万

円
ほ
ど
で
大
き
な
財
源
に
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
が
減
免
措
置
を
ス

タ
ー
ト
す
る
と
、
現
在
は
財
政
状
況

が
許
さ
れ
る
か
ら
減
免
を
す
る
。
し

か
し
、
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ
た

ら
ま
た
上
げ
る
と
な
る
と
大
変
な
困

難
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
今
後
の
動
向

を
み
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
国
保
税
・
子
供
の
均

等
割
の
免
除
を

免
除
・
減
免
は
、
単

独
で
実
施
す
る
段
階

で
は
な
い

ＱＡ 一
般
質
問中川議員
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わ
た
し
の
一
言

　
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
令
和
に

移
り
替
わ
り
、
一
つ
の
区
切
り
と

し
て
時
代
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
昭
和
か
ら
平
成

に
替
わ
っ
た
31
年
前
は
バ
ブ
ル
時

代
と
言
わ
れ
、
好
景
気
で
金
利
も

今
で
は
あ
り
え
な
い
６
％
～
８
％

と
い
う
高
金
利
で
、
明
る
い
上
昇

の
時
代
が
い
つ
ま
で
も
続
く
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
景
気
が
落
ち
込
ん
で
い
く
中

で
、
地
方
の
人
口
減
少
も
急
速
に

進
ん
で
行
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

　
北
海
道
は
こ
の
５
年
間
で
13
万

人
も
減
少
し
た
と
の
こ
と
。
今
で

は
札
幌
以
外
ど
こ
へ
行
っ
て
も
人

が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
特
に
新
聞
報
道

等
で
も
全
国
的
な
人
手
不
足
の
問

題
が
増
え
て
い
る
中
、
郵
便
局
も

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
自
動
化
や
都

市
部
で
の
ド
ロ
ー
ン
で
の
配
達
、

外
国
人
の
採
用
等
も
検
討
さ
れ
る

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
は
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
さ
ら
に
変

わ
っ
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
や

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の

建
設
、
新
幹
線
延
伸
な
ど
楽
し
み

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

　
わ
が
町
幌
加
内
も
「
令
和
」
の

由
来
の
よ
う
に
夢
と
希
望
が
あ
り

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
元
号
も
変

わ
り
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
、

い
つ
ま
で
も
災
害
の
な
い
、
自
然

豊
か
で
と
て
も
住
み
よ
い
幌
加
内

が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

川
原　
　
誠
さ
ん

●議会事務局からのお願い●
　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を調整する必要がありますので、
直接議会事務局へ送付願います。

（送付先）　　〒 074-0492　北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699 番地
幌加内町議会事務局宛

予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
設
置

　

委
員
会
の
質
疑
・
応

答
は
広
報
ほ
ろ
か
な
い

７
月
号
で
掲
載
し
ま
す
。
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●
ひ
と
の
う
ご
き
●

ひ
と
の
う
ご
き

2019-6　№ 762　令和元年6月号 （6月4日　発行）

　
水
口
さ
ん
宅
（
字
幌
加
内
）
で
、
ク
ジ
ャ
ク
サ
ボ
テ
ン

の
花
が
咲
い
た
と
の
こ
と
で
、見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
花
は
２
年
に
１
回
で
、
写
真
の
よ
う
な
美
し
い
花
が
１

日
で
枯
れ
て
し
ま

う
と
の
こ
と
で
す
。

貴
重
な
瞬
間
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（4 月末現在）

世帯数	 782世帯
（前月比＋7）

人　口	 1,477人
（前月比－7）

　　男	 737人
　女	 740人

広報ほろかない６月号
2019 JUNE № 762

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
４
月
17
日　
中
南
千
代
野　
様　
　
89
歳

　
４
月
28
日　
阿
部　
敏
弘　
様　
　
67
歳

　
４
月
29
日　
小
林　
　
繁　
様　
　
77
歳

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

◆
社
会
福
祉
協
議
会
に
◆

　
４
月
22
日　
中
南　
裕
行　
様

（
母
、
千
代
野
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

　
５
月
7
日　
阿
部
ト
キ
子　
様

（
長
男
、
敏
弘
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

　
５
月
7
日　
小
林　
信
子　
様

（
夫
、
繁
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

春の防火パレード
～火の取り扱いには注意しましょう～

　４月24日（水）、幌加内消防団及び深川地区消防組合幌加
内支署による春の防火パレードが行われました。
　パレードには、幌加内、朱鞠内駐在所、危険物安全協会の
協力をいただき、総勢11
車両となった一行は、下幌
加内から母子里まで隊列
を組み、防火意識向上に
繋がるように、町内を巡回
しました。

扌

せいわ温泉
� ルオント入浴料
大人500円→400円
子供250円→200円

そばジェラート
��� 50円引き
2019年7月31日まで有効
※有効期限内、何度でも
　利用可。
　他サービス券等の併用不可

扌


